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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 30年間稲わら堆肥や稲わら等有機物と土壌改良資材を連用した水田において、20％窒素肥料を削減
した場合の収量性を検討した。 
 

(1) 有機物及び有機物と土壌改良資材とを連用したいずれの水田の収量も、これらを投入しなかった
標準窒素施肥の水田の収量を上回った（図１）。

(2) この増収の要因としては、肥料や有機物を施用せず栽培した収量の結果から地力窒素であると
考えられた（図１）。

(3) 水稲はおもに幼形期～成熟期にかけて地力窒素を吸収しており、堆肥や稲わらの施用により増
加し、堆肥の増量や土改の施用によりさらにその効果は高まり、その地力窒素が収量増につな
がったと推察された（図２）。

(4) 土壌の地力窒素に関連する全炭素、全窒素、可給態窒素含量は、有機物施用区で高まってお
り、その傾向は水稲の窒素吸収量の傾向と類似していた（表１）。

(5) 結果は、堆肥や稲わらによる土づくりを行っていれば、容易にエコファーマーによる栽培や特別栽
培に移行できることを示すものであった。

２期待される効果

 エコファーマー等の推進につながる。

３適用範囲

 湿田地帯をのぞく県内全域

４普及上の留意点

・稲わら施用にあたっては秋鋤込みとし、 堆肥は、完熟のものを使用する。 
・本試験は「ひとめぼれ」を栽培した結果である。 
・堆肥は稲わら堆肥であり、畜産、食品残さ、家庭ごみ由来堆肥等の養分が富化された有機物を使用
の際は、さらに地力窒素や他の残留養分が高まる可能性がある。
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